
　
　

ＣＣＮＮのの取り組み評取り組み評価価
業
務
は
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
表
彰
に
加
点

整
備
局 

年
度
の
入
札
・
契
約
制
度
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中
国
地
方
整
備
局
は
、

中
国
地
方
整
備
局
は
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
か
ら
適
用
開
始
す
る
入
札
・
契
約
制

年
度
か
ら
適
用
開
始
す
る
入
札
・
契
約
制
度

の
主
な
変
更
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
工
事
関
係
で
は
、
段
階
選
抜
方
式
の

の
主
な
変
更
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
工
事
関
係
で
は
、
段
階
選
抜
方
式
の
１
次

審
査
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
資
す
る
取
り
組
み
や
表
彰
実
績

審
査
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
資
す
る
取
り
組
み
や
表
彰
実
績
を

評
価
。
女
性
技
術
者
活
用
促
進
型
で
は
女
性
技
術
者
の
定
義
を
改
め
る
。
一
方

評
価
。
女
性
技
術
者
活
用
促
進
型
で
は
女
性
技
術
者
の
定
義
を
改
め
る
。
一
方
、

業
務
関
係
で
は
、
中
国
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
表
彰
の
実
績
を
加
点
評
価
す
る
ほ
か
、

業
務
関
係
で
は
、
中
国
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
表
彰
の
実
績
を
加
点
評
価
す
る
ほ
か
、
一

括
審
査
方
式
の
対
象
と
な
る
業
種
の
制
限
を
撤
廃
す
る

括
審
査
方
式
の
対
象
と
な
る
業
種
の
制
限
を
撤
廃
す
る
。

工
事
関
係
で
は
、
脱
炭

　
工
事
関
係
で
は
、
脱
炭
素

社
会
に
向
け
て
、
総
合
評

社
会
に
向
け
て
、
総
合
評
価

方
式
の
評
価
項
目
に
「
Ｃ
Ｎ

方
式
の
評
価
項
目
に
「
Ｃ
Ｎ
に

関
す
る
取
り
組
み
」
を
追

関
す
る
取
り
組
み
」
を
追
加

す
る
。
対
象
工
事
は
Ｗ
Ｔ

す
る
。
対
象
工
事
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

対
象
の
技
術
提
案
評
価
型

対
象
の
技
術
提
案
評
価
型
Ｓ

型
で
段
階
選
抜
方
式
を
採

型
で
段
階
選
抜
方
式
を
採
用

す
る
も
の
（
営
繕
関
係
は

す
る
も
の
（
営
繕
関
係
は
除

く
）。
段
階
選
抜
方
式
の

く
）。
段
階
選
抜
方
式
の
１
次

審
査
で
、
パ
リ
協
定
と
整
合

審
査
で
、
パ
リ
協
定
と
整
合
性

の
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

の
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
目
標
を
立
て
て
い
る

削
減
目
標
を
立
て
て
い
る
こ

と
を
示
す
国
際
認
証

と
を
示
す
国
際
認
証
供
Ｓ
Ｂ

Ｔ
僑
の
認
定
取
得
企
業
を

の
認
定
取
得
企
業
を
評

価
す
る
ほ
か
、「
低
炭
素
型

価
す
る
ほ
か
、「
低
炭
素
型
建

設
機
械
認
定
制
度
」
や
「
燃

設
機
械
認
定
制
度
」
や
「
燃
費

基
準
達
成
建
設
機
械
認
定

基
準
達
成
建
設
機
械
認
定
制

度
」
に
適
合
す
る
燃
費
性

度
」
に
適
合
す
る
燃
費
性
能

に
優
れ
た
建
設
機
械
を
工

に
優
れ
た
建
設
機
械
を
工
事

現
場
で
使
用
す
る
場
合
に

現
場
で
使
用
す
る
場
合
に
加

点
す
る
。
加
点
内
容
は
こ
れ

点
す
る
。
加
点
内
容
は
こ
れ
ら

の
い
ず
れ
か
で

の
い
ず
れ
か
で
１
点
と
す
る

点
と
す
る
。

　
同
じ
く
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と

同
じ
く
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な

る
段
階
選
抜
方
式
の

る
段
階
選
抜
方
式
の
１
次
審

査
で
、
優
良
工
事
施
工
団

査
で
、
優
良
工
事
施
工
団
体

表
彰
や
安
全
管
理
優
良
請

表
彰
や
安
全
管
理
優
良
請
負

者
表
彰
、
国
土
技
術
研
究

者
表
彰
、
国
土
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
と
沿
岸
技
術
研
究

ン
タ
ー
と
沿
岸
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
国
土

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
国
土
技

術
開
発
賞
（
最
優
秀
賞
、

術
開
発
賞
（
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、
特
別
賞
）
の
過
去

秀
賞
、
特
別
賞
）
の
過
去
２

年
間
に
お
け
る
表
彰
実
績

年
間
に
お
け
る
表
彰
実
績
を

評
価
す
る
。
い
ず
れ
か
の

評
価
す
る
。
い
ず
れ
か
の
表

彰
実
績
で

彰
実
績
で
１
点
加
点
す
る

点
加
点
す
る
。

　

年
度
か
ら
技
術
提
案

　
年
度
か
ら
技
術
提
案
評

2323
価
型
Ｓ
型
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

価
型
Ｓ
型
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
を

除
く
）
や
施
工
能
力
評
価

除
く
）
や
施
工
能
力
評
価
型

Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
で
必
須
評
価

Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
で
必
須
評
価
項

目
と
な
っ
て
い
る
女
性
技

目
と
な
っ
て
い
る
女
性
技
術

者
活
用
促
進
型
は
女
性
技

者
活
用
促
進
型
は
女
性
技
術

者
の
定
義
を
見
直
す
。
技

者
の
定
義
を
見
直
す
。
技
術

者
の
育
成
を
目
的
と
し
な

者
の
育
成
を
目
的
と
し
な
い

女
性
を
配
置
す
る
場
合
で

女
性
を
配
置
す
る
場
合
で
も

加
点
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

加
点
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
の
担
い
手
と
な
る
技
術

来
の
担
い
手
と
な
る
技
術
者

を
適
正
に
配
置
す
る
た
め

を
適
正
に
配
置
す
る
た
め
、

女
性
技
術
者
の
定
義
を
「

女
性
技
術
者
の
定
義
を
「
建

設
業
法
第

設
業
法
第
７
条
第
条
第
２
号
ハ
号
ハ
に

示
す
資
格
を
有
し
て
い
る

示
す
資
格
を
有
し
て
い
る
者

ま
た
は
国
土
交
通
省
省
令

ま
た
は
国
土
交
通
省
省
令
で

定
め
る
学
科
（
高
校
、
高
専

定
め
る
学
科
（
高
校
、
高
専
、

大
学
）
の
卒
業
者
」
と
す
る

大
学
）
の
卒
業
者
」
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
、

年
度
か
ら

　
こ
の
ほ
か
、　
年
度
か
ら
再

2323

開
し
た
施
工
能
力
簡
易
確

開
し
た
施
工
能
力
簡
易
確
認

型
は
、
落
札
決
定
に
至
る
ま

型
は
、
落
札
決
定
に
至
る
ま
で

の
日
数
が
施
工
能
力
評
価

の
日
数
が
施
工
能
力
評
価
型

Ⅱ
型
よ
り
長
期
化
す
る
こ

Ⅱ
型
よ
り
長
期
化
す
る
こ
と

か
ら
運
用
を
終
了
。

か
ら
運
用
を
終
了
。
１
億
円

程
度
以
下
で
工
事
難
易
度

程
度
以
下
で
工
事
難
易
度
Ⅱ

以
下
を
対
象
と
す
る
地
域

以
下
を
対
象
と
す
る
地
域
防

災
担
い
手
確
保
型
や
、
特

災
担
い
手
確
保
型
や
、
特
定

専
門
工
事
（
法
面
処
理
工
、

専
門
工
事
（
法
面
処
理
工
、
杭

基
礎
工
、
地
盤
改
良
工
）
が

基
礎
工
、
地
盤
改
良
工
）
が
主

た
る
工
種
の
工
事
で
試
行

た
る
工
種
の
工
事
で
試
行
す

る
特
定
専
門
工
事
審
査
型

る
特
定
専
門
工
事
審
査
型
も

運
用
を
廃
止
す
る
。ま
た
、

運
用
を
廃
止
す
る
。ま
た
、
週

休
２
日
を
発
注
者
指
定
型

日
を
発
注
者
指
定
型
と

し
て
原
則
化
し
て
い
る
た
め

し
て
原
則
化
し
て
い
る
た
め
、

週
休
週
休
２
日
達
成
企
業
の
評

日
達
成
企
業
の
評
価

も
取
り
や
め
る

も
取
り
や
め
る
。

　
業
務
関
係
で
は
、
イ
ン

業
務
関
係
で
は
、
イ
ン
フ

ラ
Ｄ
Ｘ
に
係
る
取
り
組
み

ラ
Ｄ
Ｘ
に
係
る
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
中
国

加
速
さ
せ
る
た
め
、
中
国
イ

ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
表
彰
を
評
価

ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
表
彰
を
評
価
対

象
に
加
え
る
。
局
長
表
彰
（

象
に
加
え
る
。
局
長
表
彰
（
優

良
業
務
履
行
団
体
表
彰
）

良
業
務
履
行
団
体
表
彰
）
の

実
績
と
同
等
の
扱
い
で
過

実
績
と
同
等
の
扱
い
で
過
去

２
年
間
に
お
け
る
表
彰
の

年
間
に
お
け
る
表
彰
の
有

無
を
評
価
す
る

無
を
評
価
す
る
。

　
受
・
発
注
者
双
方
の
負

受
・
発
注
者
双
方
の
負
担

軽
減
を
図
る
一
括
審
査
方

軽
減
を
図
る
一
括
審
査
方
式

に
つ
い
て
は
、
各
種
点
検

に
つ
い
て
は
、
各
種
点
検
業

務
や
工
事
対
応
業
務
に

務
や
工
事
対
応
業
務
に
加

え
、

年
度
か
ら
地
質
業

え
、　

年
度
か
ら
地
質
業
務

2323

も
対
象
と
し
て
い
た
が
、

も
対
象
と
し
て
い
た
が
、　
2424

年
度
よ
り
業
種
に
よ
る
制

年
度
よ
り
業
種
に
よ
る
制
限

を
撤
廃
す
る

を
撤
廃
す
る
。

　
若
手
技
術
者
育
成
支
援

手
技
術
者
育
成
支
援
制

す
る
す
る
。

時
間
は
午
後

　
時
間
は
午
後
１
時
か
ら

時
か
ら
５

時
ま
で
。
参
加
費
は
Ｊ
Ｃ

時
ま
で
。
参
加
費
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ

Ａ
中
国
支
部
・
広
島
県
建

Ａ
中
国
支
部
・
広
島
県
建
設

工
業
協
会
・
日
本
測
量

工
業
協
会
・
日
本
測
量
協

会
・
全
測
連
中
国
地
区
協

会
・
全
測
連
中
国
地
区
協
議

会
の
会
員
が

会
の
会
員
が
３
０
０
０

３
０
０
０
円

で
、
そ
の
他
が

で
、
そ
の
他
が
５
０
０

５
０
０
０

円
。
学
生
・
行
政
は
無
料

円
。
学
生
・
行
政
は
無
料
と

な
る
な
る
。

参
加
申
込
書
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ

　
参
加
申
込
書
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ

中
国
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

中
国
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
申
し
込
み
は

に
掲
載
。
申
し
込
み
は
４
月

　
日
ま
で
受
け
付
け
る
が

日
ま
で
受
け
付
け
る
が
、

1212定
員
定
員
２
７
０

２
７
０
人
に
な
り
次

人
に
な
り
次
第

締
め
切
る

締
め
切
る
。

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
は
、

　
な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｃ

Ｐ
Ｄ
な
ど
が
付
与
さ
れ
る

Ｐ
Ｄ
な
ど
が
付
与
さ
れ
る
継

続
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認

続
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認
定

さ
れ
て
お
り
、
希
望
者
に

さ
れ
て
お
り
、
希
望
者
に
は

受
講
証
を
発
行
す
る

受
講
証
を
発
行
す
る
。

み
」
を
演
題
に
講
演
。
中

み
」
を
演
題
に
講
演
。
中
国

地
方
整
備
局
企
画
部
の
樋

地
方
整
備
局
企
画
部
の
樋
野

義
周
建
設
情
報
・
施
工
高

義
周
建
設
情
報
・
施
工
高
度

化
技
術
調
整
官
は
「
中
国

化
技
術
調
整
官
は
「
中
国
地

方
の
建
設
現
場
の
生
産
性

方
の
建
設
現
場
の
生
産
性
向

上
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

上
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

話
す
話
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
施
工

　
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
施
工
技

術
総
合
研
究
所
研
究
第

術
総
合
研
究
所
研
究
第
３
部

の
藤
島
崇
次
長
は
「
Ｉ
Ｃ

の
藤
島
崇
次
長
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
工
事
の
課
題
と
解
決

活
用
工
事
の
課
題
と
解
決
の

ヒ
ン
ト
」
、
コ
ベ
ル
コ
建

ヒ
ン
ト
」
、
コ
ベ
ル
コ
建
機

新
事
業
推
進
部
新
事
業
企

新
事
業
推
進
部
新
事
業
企
画

グ
ル
ー
プ
の
関
口
伸
吾
マ

グ
ル
ー
プ
の
関
口
伸
吾
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ

ー
ジ
ャ
ー
は
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ

銭
勘
定
」
を
そ
れ
ぞ
れ
紹

銭
勘
定
」
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

日
本
建
設
機
械
施
工
協

　
日
本
建
設
機
械
施
工
協
会

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
中
国
支
部

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
中
国
支
部
と

広
島
県
建
設
工
業
協
会
は

広
島
県
建
設
工
業
協
会
は
４

月
　
日
、
広
島
市
中
区
の

日
、
広
島
市
中
区
の
県

2525
民
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的

民
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル
で
「
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
―
Ｃ

ー
ル
で
「
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
―
Ｃ
ｏ

ｎ
セ
ミ
ナ
ー

ｎ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
４

２
０
２
４
」
を

開
く
。
共
催
は
日
本
測
量

開
く
。
共
催
は
日
本
測
量
協

会
中
国
支
部
、
全
測
連
中

会
中
国
支
部
、
全
測
連
中
国

地
区
協
議
会
、
土
木
学
会

地
区
協
議
会
、
土
木
学
会
建

設
用
ロ
ボ
ッ
ト
委
員
会

設
用
ロ
ボ
ッ
ト
委
員
会
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
土

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
技
術
調
査

通
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
課

施
工
企
画
室
の
中
根
亨
課

施
工
企
画
室
の
中
根
亨
課
長

補
佐
が
「
建
設
Ｄ
Ｘ
に
資

補
佐
が
「
建
設
Ｄ
Ｘ
に
資
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
取
り

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
取
り
組

Ｄ
Ｘ
・
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
セ
ミ
ナ
ー

ＪＣＭＡ中国ら

来
月

日
に
広
島
県
民
文
化
Ｃ
で

25

　
フ
ジ
フ
ジ
タ

4
月
1
日

代
表
取
締
役
兼
専
務
執

　
代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行

役
員
広
島
本
店
長
兼
営
業

役
員
広
島
本
店
長
兼
営
業
本

部
管
掌
（
取
締
役
兼
常
務

部
管
掌
（
取
締
役
兼
常
務
執

行
役
員
営
業
本
部
長
）
井

行
役
員
営
業
本
部
長
）
井
出

達
也〈

西
日
本
支
社
〉
広
島

　
〈
西
日
本
支
社
〉
広
島
支

店
副
支
店
長
（
営
業
本
部

店
副
支
店
長
（
営
業
本
部
営

業
統
括
部
営
業
第
一
部
長

業
統
括
部
営
業
第
一
部
長
）

阿
部
智
樹
▽
広
島
支
店
土

阿
部
智
樹
▽
広
島
支
店
土
木

工
事
部
長
、
森
脇
正

工
事
部
長
、
森
脇
正
博

　
　

　　

人
事
異

人
事
異
動動

段階
選抜

単
月
に
お
け
る
広
島
県
内

単
月
に
お
け
る
広
島
県
内
の

公
共
工
事
動
向
を
ま
と

公
共
工
事
動
向
を
ま
と
め

た
。
件
数

た
。
件
数
１
９
４

１
９
４
件
に
対

件
に
対
す

る
請
負
金
額
は

る
請
負
金
額
は
１
４
２

１
４
２
億
３

４
０
０

４
０
０
万
円
。
前
年
同
月

万
円
。
前
年
同
月
比

で
件
数

で
件
数
は
　
・
３
％
減
％
減
（
　
件

2727

7373

減
）
、
請
負
金
額

減
）
、
請
負
金
額
は
　
・
９
％

3434

減
（
　
億
１
７
０
０

１
７
０
０
万
円
減

万
円
減
）

7676

を
示
し
た

を
示
し
た
。

こ
れ
を
発
注
者
別
の
請

　
こ
れ
を
発
注
者
別
の
請
負

金
額
で
み
る
と
、
「
国
」
（

金
額
で
み
る
と
、
「
国
」
（
８

件
）
件
）
は
　
億
９
６
０
０

９
６
０
０
万
円

1313

で
　
・
８
％
減
％
減
（
　
億
６
３
０

６
３
０

6161

2222

０
万
円
減
）
。
こ
の
う
ち
、

万
円
減
）
。
こ
の
う
ち
、
大

半
を
占
め
る
中
国
地
方
整

半
を
占
め
る
中
国
地
方
整
備

局
（
局
（
６
件
）
件
）
は
　
億
７
７
０
０

７
７
０
０

1111

万
円
万
円
で
　
・
５
％
の
マ
イ

％
の
マ
イ
ナ

4747

ス
と
な
っ
た
。「
独
立
行
政

ス
と
な
っ
た
。「
独
立
行
政
法

人
等
」（

人
等
」（
２
件
）
は

件
）
は
２
億
３
６

０
０
０
０
万
円
万
円
で
　
・
２
％
減
％
減
（
　

8686

1414

億
７
７
０
０

７
７
０
０
万
円
減
）
と

万
円
減
）
と
低

調
。
す
べ
て
が
西
日
本
高

調
。
す
べ
て
が
西
日
本
高
速

道
路
中
国
支
社
の
請
負
実

道
路
中
国
支
社
の
請
負
実
績

と
な
る

と
な
る
。

「
県
」

　
「
県
」（
　
件
）
は

件
）
は
　
億
８
６
８
６

5454

2828

か
ら
み
た

か
ら
み
た
２
０
２
４

２
０
２
４
年
２
月

支
店
は
、
前
払
金
保
証
実

支
店
は
、
前
払
金
保
証
実
績

西
日
本
建
設
業
保
証
広

　
西
日
本
建
設
業
保
証
広
島

西日本保証

2
月
の
請
負
額
は

％％％％％
減

3344..9934.9

広
島
県
内
の
公
共
工
事
動
向

掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
報
告

掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
報
告
し

た
。ま

た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ

　
ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
江
良
和

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳

技
術
委
員
長
ら
に
よ
る
「

技
術
委
員
長
ら
に
よ
る
「
Ｍ

協
議
会
」
で
は
、
十
河
代
表

協
議
会
」
で
は
、
十
河
代
表
ら

が
作
成
し
た
「
小
規
模
橋

が
作
成
し
た
「
小
規
模
橋
梁

の
簡
易
点
検
要
領
（
案
）
」

の
簡
易
点
検
要
領
（
案
）
」
を

活
用
し
た
廿
日
市
市
と
大

活
用
し
た
廿
日
市
市
と
大
竹

市
の
橋
梁
調
査
結
果
、
再

市
の
橋
梁
調
査
結
果
、
再
劣

化
事
例
へ
の
補
修
計
画
な

化
事
例
へ
の
補
修
計
画
な
ど

を
明
か
し
た
ほ
か
、
水
が

を
明
か
し
た
ほ
か
、
水
が
劣

化
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら

化
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
簡

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
簡
易

橋
面
防
水
に
関
す
る
適
用

橋
面
防
水
に
関
す
る
適
用
例

と
安
芸
高
田
市
で
の
試
験

と
安
芸
高
田
市
で
の
試
験
施

工
計
画
な
ど
も
説
明
。

工
計
画
な
ど
も
説
明
。
５
月

に
は
「
予
防
保
全
を
目
的

に
は
「
予
防
保
全
を
目
的
と

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

点
検
要
領
（
案
）
」
を
発
刊

点
検
要
領
（
案
）
」
を
発
刊
予

定
で
あ
る
と
し
た

定
で
あ
る
と
し
た
。

な
お
、
同
会
の
総
会
は

　
な
お
、
同
会
の
総
会
は
６

月

日
に
開
催
予
定
。
各

月
　
日
に
開
催
予
定
。
各
議

1010
案
の
審
議
に
加
え
、
各
協

案
の
審
議
に
加
え
、
各
協
議

会
の
成
果
報
告
な
ど
が
行

会
の
成
果
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
る
れ
る
。

使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調

合
設
計
・
施
工
指
針
」の
改

合
設
計
・
施
工
指
針
」の
改
訂

版
に
つ
い
て
も
紹
介
。
専

版
に
つ
い
て
も
紹
介
。
専
門

誌
「
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ

誌
「
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
」
ト
」
４
月
号
に
近
未
来
コ

月
号
に
近
未
来
コ
ン

ク
リ
ー
ト
研
究
会
の
記
事

ク
リ
ー
ト
研
究
会
の
記
事
が

ア
ッ
シ
ュ
を
少
量
使
用
し

ア
ッ
シ
ュ
を
少
量
使
用
し
た

実
験
の
報
告
と
低
炭
素
型

実
験
の
報
告
と
低
炭
素
型
ポ

ー
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ー
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開

発
に
関
す
る
研
究
報
告
が

発
に
関
す
る
研
究
報
告
が
な

さ
れ
、
日
本
建
築
学
会
が

さ
れ
、
日
本
建
築
学
会
が
発

刊
し
た
「
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

刊
し
た
「
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を

協
議
会
」
で
延
べ
約

人

協
議
会
」
で
延
べ
約
　
人
が

7070

参
加
。
維
持
管
理
の
最
適

参
加
。
維
持
管
理
の
最
適
化

に
向
け
た
議
論
を
さ
ら
に

に
向
け
た
議
論
を
さ
ら
に
深

め
た
め
た
。

各
協
議
会
で
の
議
論
の

　
各
協
議
会
で
の
議
論
の
う

ち
、
広
島
工
業
大
学
工
学

ち
、
広
島
工
業
大
学
工
学
部

の
竹
田
宣
典
教
授
が
主
査

の
竹
田
宣
典
教
授
が
主
査
を

務
め
る
「
Ｃ
協
議
会
」
で
は

務
め
る
「
Ｃ
協
議
会
」
で
は
、

竹
田
主
査
が
作
成
に
関

竹
田
主
査
が
作
成
に
関
わ

り
、
こ
の
ほ
ど
中
国
地
方

り
、
こ
の
ほ
ど
中
国
地
方
整

備
局
中
国
技
術
事
務
所
が

備
局
中
国
技
術
事
務
所
が
公

表
し
た
「
温
度
ひ
び
割
れ

表
し
た
「
温
度
ひ
び
割
れ
制

御
対
策
の
手
引
き
（
案
）
」

御
対
策
の
手
引
き
（
案
）
」
の

概
要
を
説
明
し
た
ほ
か
、

概
要
を
説
明
し
た
ほ
か
、
同

手
引
き
が
発
注
者
、
設
計
者

手
引
き
が
発
注
者
、
設
計
者
、

施
工
者
の
相
互
連
携
に
触

施
工
者
の
相
互
連
携
に
触
れ

て
い
る
点
や
、
発
注
者
は

て
い
る
点
や
、
発
注
者
は
設

計
と
施
工
を
つ
な
げ
る
役

計
と
施
工
を
つ
な
げ
る
役
割

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
温
度

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
温
度
ひ

び
割
れ
に
対
す
る
意
識
や

び
割
れ
に
対
す
る
意
識
や
技

術
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要

術
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
―
と
し
て
い
る
点
な

あ
る
―
と
し
て
い
る
点
な
ど

を
強
調

を
強
調
。

同
工
学
部
の
坂
本
英
輔

　
同
工
学
部
の
坂
本
英
輔
教

授
を
中
心
に
進
め
て
い

授
を
中
心
に
進
め
て
い
る

「
Ｓ
協
議
会
」
で
は
、
フ
ラ

「
Ｓ
協
議
会
」
で
は
、
フ
ラ
イ

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
は

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
は
　1515

日
、
今
年
度
第

日
、
今
年
度
第
４
回
目
と

回
目
と
な

る
協
議
会
を
広
島
市
中
区

る
協
議
会
を
広
島
市
中
区
で

開
催
。「
初
期
ひ
び
割
れ
抑

開
催
。「
初
期
ひ
び
割
れ
抑
制

技
術
研
究
（
Ｃ
）
協
議
会
」「

技
術
研
究
（
Ｃ
）
協
議
会
」「
脱

炭
素
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術

炭
素
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研

究
（
Ｓ
）
協
議
会
」「
Ｒ
Ｃ
構

究
（
Ｓ
）
協
議
会
」「
Ｒ
Ｃ
構
造

物
の
延
命
化
技
術
研
究
（
Ｍ

物
の
延
命
化
技
術
研
究
（
Ｍ
）

「 制御対策手引き（案）」など解説温温 度度
ひび割ひび割れれ

今年度最後のテーマ別協議会
近未来コンクリート研究会

丞
監
理
技
術
者

丞
監
理
技
術
者
（
　
才
）
は

才
）
は

3838

「
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

「
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
開

催
は
、
今
回
が
初
め
て
。

催
は
、
今
回
が
初
め
て
。
子

ど
も
達
の
良
い
記
念
に
な

ど
も
達
の
良
い
記
念
に
な
れ

ば
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
昨
年

ば
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
昨
年
１

月
か
ら
の
工
事
開
始
以
降

月
か
ら
の
工
事
開
始
以
降
、

大
き
な
問
題
も
な
く
、
無

大
き
な
問
題
も
な
く
、
無
事

故
・
無
災
害
で
工
事
が
進

故
・
無
災
害
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
今

ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
今
月

　
日
で
工
事
を
終
え
る

日
で
工
事
を
終
え
る
。

2929
同
事
業
（
Ｌ
約

　
同
事
業
（
Ｌ
約
４
灼
、
明
、
明

神
町
交
差
点
～
西
桜
町

神
町
交
差
点
～
西
桜
町
１
丁

目
交
差
点
）
で
は
、
整
備

目
交
差
点
）
で
は
、
整
備
区

間
に
お
い
て
車
道
側
か
ら

間
に
お
い
て
車
道
側
か
ら
自

転
車
道

転
車
道
２
ｍ
、
縁
石

ｍ
、
縁
石
０
・
５

ｍ
、
歩
道

ｍ
、
歩
道
２
ｍ
の
空
間
を

ｍ
の
空
間
を
確

保
し
、
交
差
点
付
近
な
ど

保
し
、
交
差
点
付
近
な
ど
を

除
き
自
転
車
と
歩
行
者
の

除
き
自
転
車
と
歩
行
者
の
分

離
を
進
め
て
い
る
。
第

離
を
進
め
て
い
る
。
第
１
期

区
間
に
位
置
づ
け
る
「
福

区
間
に
位
置
づ
け
る
「
福
山

地
区
」（
Ｌ

地
区
」（
Ｌ
１
・
７
灼
、
府
中

、
府
中

分
か
れ
交
差
点
～
西
桜
町

分
か
れ
交
差
点
～
西
桜
町
１

丁
目
交
差
点
）
に
お
い

丁
目
交
差
点
）
に
お
い
て

は
、
上
下
線
各
Ｌ

は
、
上
下
線
各
Ｌ
７
３
０

７
３
０
ｍ

（
御
船
町
交
番
前
交
差
点

（
御
船
町
交
番
前
交
差
点
～

紅
葉
町
交
差
点
）
が
完
成

紅
葉
町
交
差
点
）
が
完
成
。

す
で
に
供
用
が
開
始
さ
れ

す
で
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、
残
る
箇
所
の
工
事

お
り
、
残
る
箇
所
の
工
事
に

つ
い
て
は
来
年
度
以
降
の

つ
い
て
は
来
年
度
以
降
の
発

注
が
予
定
さ
れ
て
い
る

注
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

た
。
絵
画
は
、
違
法
駐
輪

た
。
絵
画
は
、
違
法
駐
輪
対

策
の
一
環
と
し
て
路
面
シ

策
の
一
環
と
し
て
路
面
シ
ー

ト
に
加
工
さ
れ
、
延
広
交

ト
に
加
工
さ
れ
、
延
広
交
差

点
・
霞
横
断
歩
道
橋
の
階

点
・
霞
横
断
歩
道
橋
の
階
段

下
に
上
り
・
下
り
線
の

下
に
上
り
・
下
り
線
の
２
カ

所
に
標
示
。
除
幕
直
後
に

所
に
標
示
。
除
幕
直
後
に
は

児
童
か
ら
「

児
童
か
ら
「
お
ー
っ
」
と
い

っ
」
と
い

う
歓
声
が
あ
が
っ
た

う
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

当
日
は
児
童

　
当
日
は
児
童
約
　
人
が
参

人
が
参

5050

加
し
た
。
除
幕
前
に
は
、

加
し
た
。
除
幕
前
に
は
、
沿

道
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

道
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
参
加
し
、
福
山
市
か

ど
が
参
加
し
、
福
山
市
か
ら

提
供
さ
れ
た
ば
ら
苗
を
植

提
供
さ
れ
た
ば
ら
苗
を
植
え

る
植
樹
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

る
植
樹
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
、
れ
、
翌
　
日
と
合
わ
せ
Ｌ

日
と
合
わ
せ
Ｌ
７

1616

３
０
３
０
ｍ
に
ば
ら

ｍ
に
ば
ら
１
６
３

１
６
３
本
が

植
え
ら
れ
た

植
え
ら
れ
た
。

植
樹
を
含
む
イ
ベ
ン

　
植
樹
を
含
む
イ
ベ
ン
ト

は
、
「
令
和

は
、
「
令
和
４
年
度
国
道

年
度
国
道
２

号
福
山
地
区
自
転
車
走
行

号
福
山
地
区
自
転
車
走
行
空

間
整
備
工
事
」
を
請
け
負

間
整
備
工
事
」
を
請
け
負
う

松
尾
建
設
な
ど
が
サ
ポ

松
尾
建
設
な
ど
が
サ
ポ
ー

ト
。
佐
賀
県
出
身
の
馬
渡

ト
。
佐
賀
県
出
身
の
馬
渡
祐

自
転
車
走
行
空
間
整
備
事

自
転
車
走
行
空
間
整
備
事
業

で
　
日
、
福
山
市
立
南
小

日
、
福
山
市
立
南
小
学

1515
校
の
校
の
６
年
生
が
描
い
た
絵

年
生
が
描
い
た
絵
画

の
除
幕
式
が
現
地
で
あ

の
除
幕
式
が
現
地
で
あ
っ

福
山
市
街
地
中
心
部
の

　
福
山
市
街
地
中
心
部
の
国

道
２
号
に
お
い
て
、
中
国

号
に
お
い
て
、
中
国
地

方
整
備
局
福
山
河
川
国
道

方
整
備
局
福
山
河
川
国
道
事

務
所
が
整
備
を
進
め
て
い

務
所
が
整
備
を
進
め
て
い
る

国
道
2
号
自
転
車
走
行
空
間
整
備

違
法
駐
輪
対
策
で
除
幕

違
法
駐
輪
対
策
で
除
幕
式式

松
尾
建
設
が
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

除幕式のようす

め
た
。
落
札
金
額
は

め
た
。
落
札
金
額
は
２
７
２
７
４

８
万
円
（
税
抜
、
以
下
同
）

万
円
（
税
抜
、
以
下
同
）
。

調
査
基
準
価
格
は

調
査
基
準
価
格
は
２
７
４

２
７
４
７

万
円
で
、
予
定
価
格
は

万
円
で
、
予
定
価
格
は
３
４

５
１
５
１
万
円
だ
っ
た

万
円
だ
っ
た
。

同
業
務
は
今

　
同
業
務
は
今
月
　
日
に
開

日
に
開

1212

札
。
ウ
エ
ス
コ
を
含
め
て

札
。
ウ
エ
ス
コ
を
含
め
て
６

者
が
応
札
し
た
。
業
務
は

者
が
応
札
し
た
。
業
務
は
志

戸
坂
峠
防
災
及
び
鳥
取
自

戸
坂
峠
防
災
及
び
鳥
取
自
動

車
道
の
う
ち
、
岡
山
県
英

車
道
の
う
ち
、
岡
山
県
英
田

郡
西
粟
倉
村
大
字
坂
根
か

郡
西
粟
倉
村
大
字
坂
根
か
ら

鳥
取
県
鳥
取
市
本
高
地
内

鳥
取
県
鳥
取
市
本
高
地
内
に

お
け
る
道
路
設
計
な
ど
を

お
け
る
道
路
設
計
な
ど
を
行

う
も
の
。
主
な
内
容
は
道

う
も
の
。
主
な
内
容
は
道
路

設
計
と
し
て
道
路
詳
細
設

設
計
と
し
て
道
路
詳
細
設
計

（
Ａ
）
Ｌ

（
Ａ
）
Ｌ
１
灼
と
一
般
構

と
一
般
構
造

物
詳
細
設
計
Ｎ
一
式
、
道

物
詳
細
設
計
Ｎ
一
式
、
道
路

環
境
調
査
と
し
て
計
画
準

環
境
調
査
と
し
て
計
画
準
備

Ｎ
一
式
、
現
地
調
査
（
猛

Ｎ
一
式
、
現
地
調
査
（
猛
禽

類
）
Ｎ
一
式
、
報
告
書
作

類
）
Ｎ
一
式
、
報
告
書
作
成

Ｎ
一
式
―
な
ど

Ｎ
一
式
―
な
ど
。

履
行
期
間

　
履
行
期
間
は
　
月
　
日
ま
日
ま

1212

2727

で
と
し
て
い
る

で
と
し
て
い
る
。

中
国
地
方
整
備
局
鳥
取

　
中
国
地
方
整
備
局
鳥
取
河

川
国
道
事
務
所

川
国
道
事
務
所
は
　
日
、
簡

日
、
簡

1818

易
公
募
型
競
争
入
札
（
総

易
公
募
型
競
争
入
札
（
総
合

評
価
方
式
）
で
開
札
し

評
価
方
式
）
で
開
札
し
た

「
令
和

「
令
和
５
年
度
志
戸
坂
峠

年
度
志
戸
坂
峠
防

災
外
設
計
他
そ
の

災
外
設
計
他
そ
の
２
業
務
業
務
」

の
落
札
者
を
ウ
エ
ス
コ
に

の
落
札
者
を
ウ
エ
ス
コ
に
決

度
（
管
理
補
助
技
術
者
の

度
（
管
理
補
助
技
術
者
の
配

置
）
は
、
対
象
と
な
る
契

置
）
は
、
対
象
と
な
る
契
約

方
式
を
変
更
。
こ
れ
ま
で

方
式
を
変
更
。
こ
れ
ま
で
総

合
評
価
方
式
（
標
準
型
、

合
評
価
方
式
（
標
準
型
、
簡

易
型
）
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

易
型
）
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
が
対
象
だ
っ
た
が
、
比

式
が
対
象
だ
っ
た
が
、
比
較

的
難
易
度
が
高
く
、
高
度

的
難
易
度
が
高
く
、
高
度
な

検
討
を
行
う
プ
ロ
ポ
ー
ザ

検
討
を
行
う
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
は
、
豊
富
な
経
験

方
式
で
は
、
豊
富
な
経
験
や

実
績
を
有
す
る
技
術
者
を

実
績
を
有
す
る
技
術
者
を
管

理
技
術
者
と
し
て
配
置
す

理
技
術
者
と
し
て
配
置
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

年
度
か
ら
は
総
合
評
価

　
年
度
か
ら
は
総
合
評
価
方

2424式
（
標
準
型
、
簡
易
型
）

式
（
標
準
型
、
簡
易
型
）
に

限
定
し
て
試
行
す
る

限
定
し
て
試
行
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

こ
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

の
基
準
額
も
変
更
。
工
事

の
基
準
額
も
変
更
。
工
事
は

８
億
１
０
０
０

１
０
０
０
万
円
以
上

万
円
以
上
、

業
務
は

業
務
は
８
１
０
０

８
１
０
０
万
円
以

万
円
以
上

と
す
る

と
す
る
。

０
０
０
０
万
円
万
円
で
　
・
７
％
減
％
減
（
　

7070

6969

億
６
５
０
０

６
５
０
０
万
円
減
）
。
こ

万
円
減
）
。
こ
の

う
ち
、
土
木
建
築
局

う
ち
、
土
木
建
築
局
（
　
件
）
件
）

4242

が
　
億
９
０
０

９
０
０
万
円
万
円
で
　
・

2121

8787

８
％
減
に
な
っ
た
が
、
農

％
減
に
な
っ
た
が
、
農
林

水
産
局

水
産
局
（
　
件
）
は

件
）
は
７
億
７
７

1212

０
０
０
０
万
円
で

万
円
で
１
１
６

１
１
６
・
４
％

増
だ
っ
た
。「
市
町
」（

増
だ
っ
た
。「
市
町
」（
１
１
１
１
９

件
）
件
）
は
　
億
４
６
０
０

４
６
０
０
万
円

4141

で
　
・
６
％
減
％
減
（
　
億
５
８
０

５
８
０

2828

1616

０
万
円
減
）
を
示
し
た
。「

万
円
減
）
を
示
し
た
。「
市

町
」
の
中
で
は
広
島
市

町
」
の
中
で
は
広
島
市
（
　5555

件
）
件
）
が
　
億
９
１
０
０

９
１
０
０
万
円

1818

で
　
・
１
％
減
だ
っ
た
。こ

％
減
だ
っ
た
。こ
の

3434
ほ
か
、
唯
一
プ
ラ
ス
と
な

ほ
か
、
唯
一
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
「
そ
の
他
公
共
的
団
体

た
「
そ
の
他
公
共
的
団
体
」

（
　
件
）
件
）
は
　
億
６
７
０
０

６
７
０
０
万

1111

5555

円
で
円
で
５
７
８

５
７
８
・
１
％
増
％
増
（
　
億
4747

４
６
０
０

４
６
０
０
万
円
増
）
。
日
本

万
円
増
）
。
日
本
下

水
道
事
業
団
の
「
福
山
市

水
道
事
業
団
の
「
福
山
市
蔵

王
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
そ

王
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
そ
の

２
」
や
広
島
高
速
道
路
公

」
や
広
島
高
速
道
路
公
社

の
「
広
島
高
速

の
「
広
島
高
速
５
号
線
温

号
線
温
品

Ｊ
Ｃ
Ｔ
鋼
上
部
工
事
（

Ｊ
Ｃ
Ｔ
鋼
上
部
工
事
（
１
工

区
）
」
な
ど
が
寄
与
し
た

区
）
」
な
ど
が
寄
与
し
た
。

な
お

　
な
お
、　

年
４
月
か
月
か
ら
　

2323

2424

年
２
月
ま
で
の
累
計
で
は

月
ま
で
の
累
計
で
は
、

件
数
が

件
数
が
３
７
０
５

３
７
０
５
件
で
請

件
で
請
負

金
額
が

金
額
が
２
８
０
０

２
８
０
０
億
４
９
４
９
０

０
万
円
。
前
年
同
期
と
比

万
円
。
前
年
同
期
と
比
べ

る
と
、
件
数
は

る
と
、
件
数
は
７
・
６
％
減
％
減
っ

た
が
、
請
負
金
額
は

た
が
、
請
負
金
額
は
０
・
１
％

の
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま
っ
た

の
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま
っ
た
。

過
去
　
年
間
の
請
負
金
額

年
間
の
請
負
金
額
で

1010

は
前
年
同
期
に
次
い
で

は
前
年
同
期
に
次
い
で
２
番

目
に
高
い
数
値
と
な
る

目
に
高
い
数
値
と
な
る
。

億
６
０
０
０

６
０
０
０
万
円
（
税
抜
）

万
円
（
税
抜
）
。

２
月
　
日
に
開
札
し
、
今

日
に
開
札
し
、
今
月

2828

　
日
に
落
札
決
定
し
た
。

日
に
落
札
決
定
し
た
。
近

1818く
契
約
を
締
結
す
る

く
契
約
を
締
結
す
る
。

広
島
県
水
道
広
域
連
合

　
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企

業
団
広
島
水
道
事
務
所
は

業
団
広
島
水
道
事
務
所
は
、

総
合
評
価
落
札
方
式
（
実

総
合
評
価
落
札
方
式
（
実
績

評
価
評
価
１
型
）
の
一
般
競
争

型
）
の
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
た
「
瀬
野
川

札
を
実
施
し
た
「
瀬
野
川
浄

水
場
（
上
）

水
場
（
上
）
２
系
急
速
ろ

系
急
速
ろ
過

池
機
械
設
備
外
更
新
工

池
機
械
設
備
外
更
新
工
事

（
１
期
）
そ
の

期
）
そ
の
２
」
に
つ
い
て

」
に
つ
い
て
、

落
札
者
を
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン

落
札
者
を
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
旭
鉄
工
Ｊ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
旭
鉄
工
Ｊ
Ｖ

に
決
め
た
。
落
札
金
額

に
決
め
た
。
落
札
金
額
は
　1414

入
札
に
は
同
Ｊ
Ｖ
の
み

　
入
札
に
は
同
Ｊ
Ｖ
の
み
が

参
加
。
予
定
価
格
な
ど
は

参
加
。
予
定
価
格
な
ど
は
契

約
締
結
後
に
公
表
す
る

約
締
結
後
に
公
表
す
る
。

同
工
事
は
、
瀬
野
川
浄

　
同
工
事
は
、
瀬
野
川
浄
水

場
（
広
島
市
安
芸
区
畑
賀

場
（
広
島
市
安
芸
区
畑
賀
町

２
９
７
０

２
９
７
０
）
の
急
速
ろ
過

）
の
急
速
ろ
過
池

４
池
の
設
備
・
排
水
設
備

池
の
設
備
・
排
水
設
備
を

更
新
す
る
も
の
で
、
内
容

更
新
す
る
も
の
で
、
内
容
は

ポ
ン
プ
類
一
式
、
水
門
・

ポ
ン
プ
類
一
式
、
水
門
・
弁

類
一
式
、
池
内
・
水
路
塗

類
一
式
、
池
内
・
水
路
塗
装

一
式
、
建
屋
改
修
一
式
、

一
式
、
建
屋
改
修
一
式
、
建

築
機
械
設
備
一
式
、
電
気

築
機
械
設
備
一
式
、
電
気
設

備
一
式
と
な
る
。
工
期
は

備
一
式
と
な
る
。
工
期
は
２

０
２
６

０
２
６
年
　
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

1111

3030

広島水道

瀬
野
川
浄
水
場
ろ
過
池
設
備
更
新

億
円
で
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
Ｊ

億
円
で
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
Ｊ
ＶＶ

1111144444.....6666614.6

ウエスコに落札決定
志戸坂峠防災外設計その2

鳥取河川国道

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

第17204号 艶艶艶 日 刊（1）  昭和33年12月15日
第三種郵便物認可（ ） （土・日曜 祝日 休刊） 2024年（令和6年）3月19日（火曜日）


